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Ⅰ．目標 

1. 言語活動の四つの技能(聞く、読む、話す、書く)に基づいた言語活動を通して、文法・語彙能力やコミュニケーシ

ョンに対する積極的な姿勢を総合的に育成する。 

2. 高校１年1月の進研模試で偏差値60～65以上を目指す。。 

3. 実用英語検定2級以上及びCEFR A2～B1レベル程度の英語力の習得を目指す。 

 

Ⅱ．授業のねらい 

1. 日常的・社会的な話題について、使用される語句や文において必要な情報を聞き取ったり、読み取ったりして概要

や要点を捉えることができるようにする。 

2. 日常的・社会的な話題について、聞いたり、読んだりしたことを基に、基本的な語句を用いて論理性に注意しなが

ら書くことができるようにする。 

3. 日常的・社会的な話題について、情報や考え、気持ちなどを伝えたり、やりとりしたりする力を伸ばす。 

 

Ⅲ．授業の進め方 

1. 言語学習の基本となる語彙力を伸ばすために、定期的に単語テストを実施する。 

2. ICT 教材や演習プリントを用いて本文の分析を行い、文法事項がどのように使用されているのかを学習しながら、

教科書本文の内容を読み解いていく。 

3. 教科書本文の音読活動を行うことで、速読力やリスニング力の向上を図る。 

4. 原則、週に1回のオンライン英会話を実施し、決められた話題についてやりとりする力を養成する。 

5. 各章の章末ページ「Speaking」を用いてペアでやりとりしたり発表したりする機会を設ける。 

6. 知識の定着を図るために、定期的に小テストを行う。 

 

Ⅳ．学習上の留意点 

1. どの活動においても予習と復習を徹底する。 

2. どの活動においても音声活動を重視する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅴ．定期試験 

1. 授業で扱った内容、指定した教材の範囲から主に出題する。 

2. おおよその試験範囲 

  1学期 中間試験： Lesson1 

  1学期 期末試験： Lesson2  /  Lesson3 

  2学期 中間試験： Lesson4  /  Lesson5 

  2学期 期末試験： Lesson6  /  Lesson7  

  3学期 学年末試験：Lesson8  /  長文演習 

 

Ⅵ．評価の方法 

定期試験、小テスト、提出物の提出状況と内容、授業の取り組み方などから総合的に評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅶ．授業計画 

学期 月 単元・学習項目 評価方法 到達目標 

一
学
期 

4 

 

 

5 

 

 

 

6 

 

 

7 

教科書：Lesson1  

Intercultural Relationship 

 

 

教科書：Lesson2 

Love beyond Species 

 

 

教科書：Lesson3 

Contributing to Our Planet 

定期試験 

小テスト 

提出物 

・重要な文法事項が長い文章の中でどのような役割を

持ち、関わっているのかを理解しながら、内容を正

確に把握できるようになる。 

・まとまった英文の中から必要な情報を聞き取ること

ができるようになる。 

・自分の考えを論理性に注意して、相手に伝わるよう

に書くことができるようになる。 

二
学
期 

9 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

教科書：Lesson4 

Messages for World Peace 

 

教科書：Lesson5 

Respecting Each Other 

 

教科書：Lesson6 

Language and Culture 

 

教科書：Lesson7 

Technology and Discoveries 

 

定期試験 

小テスト 

提出物 

・重要な文法事項が長い文章の中でどのような役割を

持ち、関わっているのかを理解しながら、内容を正

確に把握できるようになる。 

・まとまった英文の中から必要な情報を聞き取ること

ができるようになる。 

・自分の考えを論理性に注意して、相手に伝わるよう

に書くことができるようになる。 

三
学
期 

1 

 

 

 

2 

 

 

 

 

3 

 

 

教科書：Lesson8 

Standing Up for Human Rights 

 

長文演習 

 

 

 

定期試験 

小テスト 

提出物 

・重要な文法事項が長い文章の中でどのような役割を

持ち、関わっているのかを理解しながら、内容を正

確に把握できるようになる。 

・まとまった英文の中から必要な情報を聞き取ること

ができるようになる。 

・自分の考えを論理性に注意して、相手に伝わるよう

に書くことができるようになる。 

※ シラバスの内容（時間や事項）については，理解度やその他の都合により変更することもあります。 


